
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

第
２
次
大
戦
が
終
結
し
80
年
を

迎
え
る
が
、
世
界
で
は
今
日
も
多

く
の
市
民
の
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
。

　

石
破
内
閣
は「
戦
後
80
年
談
話
」

の
閣
議
決
定
を
見
送
り
、
平
和
構

築
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
た
い
と
い

う
。
背
景
に
は
①
自
民
保
守
派
へ

の
配
慮
②
政
権
基
盤
安
定
③
外
交

的
慎
重
さ
が
理
由
だ
が
、「
安
倍

談
話
で
十
分
」
と
い
う
党
内
へ
の

気
遣
い
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。

　
「
戦
後
50
年
談
話
」
は
、
村
山

富
市
首
相
が
、
日
本
の
「
植
民
地

支
配
と
侵
略
」
に
「
痛
切
な
反
省
」

と
「
心
か
ら
の
お
詫
び
」
を
表
明
。

平
和
の
理
念
と
民
主
主
義
を
広
め

る
と
し
た
。
以
後
、
60
年
の
小
泉

首
相
、
70
年
の
安
倍
首
相
と
引
き

継
が
れ
た
。

　

私
た
ち
の
「
い
ま
」
は
、
国
内

だ
け
で
市
民
80
万
人
を
含
む
３
１

０
万
人
（
世
界
で
は
６
０
０
０
万

〜
８
０
０
０
万
人
）
の
犠
牲
の
上

に
築
か
れ
た
も
の
だ
。
あ
ら
た
め

て
80
年
の
節
目
に
、
風
化
さ
せ
て

は
い
け
な
い
「
不
戦
の
誓
い
」
を

再
確
認
す
べ
き
と
思
う
（
髙
）

　

最
低
賃
金
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た
厚
生
労
働
省
の
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
は
８
月
４
日
、全
国
平
均
の
時
給
で
63
円
引
き
上
げ
る
、本

年
度
の
地
域
ご
と
の
目
安
を
示
し
ま
し
た
。額
は
過
去
最
大
で
、
目
安

ど
お
り
に
引
き
上
げ
ら
れ
れ
ば
全
国
平
均
は
１
１
１
８
円
と
な
り
、

全
都
道
府
県
で
最
低
賃
金
が
１
０
０
０
円
を
超
え
ま
す
。北
海
道
は

１
０
７
３
円
で
63
円
増
に
な
り
そ
う
で
す
。

北
海
道
は
１
０
７
３
円
、63
円
増

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
が
答
申  

全
都
道
府
県
が
時
給
１
０
０
０
円
超
え
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「
物
価
上
昇
が
続
い
て
い
て
、
中
小

企
業
を
含
め
た
賃
上
げ
の
流
れ
が

続
い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
取

り
ま
と
め
た
」
と
し
、Ｃ
ラ
ン
ク
が

１
円
高
い
の
は
、物
価
や
賃
金
の
上

昇
率
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と

を
考
慮
し
た
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
目
安
ど
お
り
に
引
き
上
げ

ら
れ
れ
ば
、
現
在
９
０
０
円
台
の

31
県
を
含
む
す
べ
て
の
都
道
府
県

　

毎
月
10
日
発
行
の
『
道
商
工

連
』
に
、
宣
伝
物
を
同
封
し
て
、

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

料
で
届
け
ま
す
。月
末
ま
で
（
12

月
は
20
日
）
に
２
５
０
部
を
道

商
工
連
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

会
員
訪
問
・
マ
イ
ナ
保
険
証
期
限
切
れ
注
意
」（
４
面
）／
冷
え
性
に
不
感
温
浴（
６
面
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

が
１
０
０
０
円
を
超
え
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
政
府
が
最
低
賃
金

（1）

親睦ゴルフ大会参加者募集

料金 8,300円

第29回北海道商工連盟

９月5日（金）
ダイナスティゴルフクラブ北広島      申込締切８月30日
　（北広島市仁別 82番 4　電話 011-376-2611）

９時０0分　第 1組目スタート

お知らせ

会費 3,000円 （弁当・ワンドリンク・ロッカー代含む）
表彰式は昼食会を兼ねてクラブハウスで実施

　

地
域
ご
と
の
目
安
は
、東
京
、大

阪
、
愛
知
な
ど
Ａ
ラ
ン
ク
の
６
都

府
県
が
63
円
、
北
海
道
、
兵
庫
、
福

岡
な
ど
Ｂ
ラ
ン
ク
28
道
府
県
も
63

円
、
青
森
、
高
知
、
沖
縄
な
ど
Ｃ
ラ

ン
ク
の
13
県
が
64
円
で
す
。

　

審
議
会
は
、
今
回
の
目
安
は
、



（２）

を
２
０
２
０
年
代
に
全
国
平
均
で

１
５
０
０
円
と
す
る
目
標
を
掲
げ

た
最
初
の
審
議
会
で
、
目
標
達
成

に
は
今
回
を
含
め
た
５
回
の
改
定

で
４
４
５
円
の
引
き
上
げ
が
必
要

に
な
り
ま
す
。今
回
示
さ
れ
た
目
安

を
も
と
に
、
各
都
道
府
県
の
労
働

局
の
審
議
会
で
議
論
し
、
最
終
的

な
金
額
を
決
め
、
10
月
ご
ろ
か
ら

実
施
さ
れ
ま
す
。

近
年
の
最
賃
の
動
向

　

２
０
１
２
年
度
か
ら
19
年
度
ま

で
は
14
円
か
ら
26
円
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
20
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

で
全
国
平
均
で
１
円
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
北
海
道
は
据
え
置

き
に
な
り
、
そ
の
後
、
28
円
か
ら
本

年
度
の
63
円
が
目
安
通
り
実
施
さ

れ
れ
ば
５
年
連
続
で
過
去
最
大
の

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

引
き
上
げ
額
に
な
り
ま
す
。

低
い
日
本
の
最
低
賃
金

　

日
本
の
最
低
賃
金
は
世
界
的
に

　

先
般
行
わ
れ
た
参
議
院
議

員
選
挙
（
北
海
道
選
挙
区
）
に

お
い
て
２
回
目
の
当
選
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ご
支

援
い
た
だ
い
た
会
員
企
業
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
選
挙
で
は
「
物

勝
部
賢
志
の
国
会
報
告  　
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
廃
止
実
現
へ

価
高
か
ら
生
活
を
守
る
」
こ
と

を
第
一
に
訴
え
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
選
挙
後
に
召
集
さ
れ
た
臨

時
国
会
に
お
い
て
早
速
、
野
党

７
党
共
同
で
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税

率
廃
止
法
案
を
提
出
し
ま
し

た
。

　

秋
の
臨
時
国
会
で
の
成
立
、

11
月
１
日
施
行
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
同
様
の
法
案
は
６
月
に

も
提
出
し
ま
し
た
が
参
院
が
与

党
多
数
だ
っ
た
た
め
廃
案
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

道商工連協同組合理事長
参議院議員（北海道選挙区）

か
つ
べ
け
ん
じ

2012 年度 719 +14 1.99

2013 年度 734 +15 2.09

2014 年度 748 +14 1.91

2015 年度 764 +16 2.14

2016 年度 786 +22 2.88

2017 年度 810 +24 3.05

2018 年度 835 +25 3.09

2019 年度 861 +26 3.11

2020 年度 861 ±0 0.00

2021 年度 889 +28 3.25

2022 年度 920 +31 3.49

2023 年度 960 +40 4.35

2024 年度 1010 +50 5.21

2025 年度 1073 +63 6.24

引　き
上げ額

引　き
上げ率

最　低
賃金額 

年　度

北海道の最低賃金の推移

＊2025 年度の数字は想定額です

見
て
低
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。欧
州

連
合（
Ｅ
Ｕ
）で
は
、
22
年
に「
最
低

賃
金
は
、労
働
者
の
賃
金
の
、中
央

値
の
６
割
」
と
す
べ
き
と
し
て
い
ま

す
。フ
ラ
ン
ス
や
、
韓
国
は
こ
の
中

央
値
の
６
割
を
超
え
て
い
ま
す
が
、

日
本
は
45
・
６
％
で
す
。

　

韓
国
の
雇
用
問
題
に
詳
し
い
、ニ

ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
の
金
明
中
・

上
席
研
究
員（
労
働
経
済
学
）が
毎

日
新
聞
（
８
月
５
日
）に
寄
せ
た
コ

メ
ン
ト
に
よ
る
と
、
か
つ
て
韓
国
の

賃
金
水
準
は
日
本
の
よ
う
に
低



（３）

く
、
先
進
38
カ
国
が
加
盟
す
る
経

済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）の

平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、韓
国
の
文
在
寅（
ム
ン
・
ジ
ェ
イ

ン
）政
権
下
、
最
低
賃
金
を
18
年
に

16
・
44
％
、
19
年
に
10
・
９
％
と

２
年
連
続
で
大
幅
に
引
き
上
げ
、全

体
的
な
賃
金
水
準
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の

平
均
を
上
回
り
、
生
活
水
準
は
向

上
し
ま
し
た
。日
本
は
、
現
在
で
も

国
際
的
な
基
準
の
平
均
を
か
な
り

下
回
っ
て
い
ま
す
。

急
な
最
賃
引
き
上
げ
の
弊
害

　

韓
国
の
場
合
、急
な
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
は
、雇
用
に
ど
う
い
う
影

響
が
で
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

当
初
は
、
企
業
が
雇
用
を
絞
り

失
業
者
が
増
え
る
と
い
う
議
論
が

あ
り
ま
し
た
が
、18
年
と
19
年
は
就

業
者
数
は
３
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
ま
し
た
。し
か
し
、
内
訳
を
見
る

と
、大
き
く
増
え
た
の
は
非
正
規
労

働
者
で
す
。労
働
者
の
雇
用
形
態
に

影
響
が
見
ら
れ
た
の
で
す
。

　

ま
た
就
業
者
が
増
え
た
の
は
、政

府
の
公
共
事
業
の
拡
大
で
、
日
雇
い

労
働
者
や
臨
時
職
員
が
増
え
た
と

見
ら
れ
、製
造
業
で
は
人
件
費
削
減

を
目
的
に
自
動
化
や
機
械
化
が
進

み
、就
業
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

韓
国
で
は
97
年
の
ア
ジ
ア
通
貨

危
機
以
降
、
企
業
が
生
き
残
り
の

た
め
に
人
件
費
削
減
や
リ
ス
ト
ラ

を
実
施
す
る
傾
向
が
強
く
、
日
本

と
比
較
す
る
と
地
域
の
雇
用
を
守

る
と
い
う
使
命
感
な
ど
、
企
業
の

社
会
的
責
任
意
識
が
薄
い
と
見
て

い
ま
す
。経
済
成
長
に
見
合
わ
な

い
急
激
な
賃
上
げ
は
、
雇
用
に
良

い
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
見

て
い
ま
す
。

最
賃
実
施
の
ス
ピ
ー
ド
が
問
題

　

無
理
や
り
賃
金
を
引
き
上
げ
よ

う
と
す
る
と
、
韓
国
と
同
様
に
中

小
企
業
へ
の
負
担
が
増
大
し
、
雇

用
形
態
の
不
安
定
化
や
雇
用
機
会

の
減
少
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
が
あ

る
と
金
上
席
研
究
員
は
指
摘
し
ま

す
。

　

た
だ
、
国
際
的
に
み
て
低
賃
金

は
、
人
手
不
足
を
補
う
た
め
の
外

国
人
労
働
者
の
雇
用
に
マ
イ
ナ
ス

で
、
日
本
が
出
稼
ぎ
場
所
と
し
て

選
ば
れ
な
く
な
る
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
経

済
成
長
と
企
業
の
支
払
い
能
力
を

考
慮
し
て
ス
ピ
ー
ド
を
調
整
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。

賃
上
げ
と
経
済
の
好
循
環
を

　
コ
メ
を
は
じ
め
と
す
る
食
料
品

の
大
幅
な
値
上
が
り
が
続
き
、
可

処
分
所
得
は
目
減
り
し
て
、
相
変

わ
ら
ず
庶
民
の
暮
ら
し
は
苦
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
に

つ
い
て
も
、
地
域
経
済
の
成
長
と

分
配
の
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め

に
、
原
材
料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
―

コ
ス
ト
だ
け
で
は
な
く
、
労
務
費

上
昇
分
に
見
合
う
価
格
設
定
を
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
定
着

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

と
り
わ
け
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
や
、
経
済
的
に
脆
弱
な

人
々
へ
の
、
国
や
自
治
体
の
継
続

的
な
支
援
が
必
要
な
こ
と
も
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。



（４）

保
険
証
一
斉
に
期
限
切
れ

資
格
確
認
書
へ
の
切
り
替
え
必
要

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
保

険
証
の
有
効
期
限
が
毎
年
７
月
末

に
切
れ
る
が
、政
府
の
方
針
で
更
新

は
行
わ
れ
ず
、マ
イ
ナ
保
険
証
か
資

格
確
認
書
へ
の
切
り
替
え
が
必
要

と
な
る
。後
期
高
齢
者
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有
状
況
に
関

係
な
く
資
格
確
認
書
が
交
付
さ
れ

る
。

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
自
治
体
が
７
月
末
に
保
険
証

の
期
限
を
設
け
て
お
り
、同
様
の
切

り
替
え
が
必
要
。

有
効
期
限
切
れ
で
も
暫
定
対
応

厚
労
省
が
方
針

　

厚
生
労
働
省
は
、
有
効
期
限
が

切
れ
た
保
険
証
で
も
、
医
療
機
関

で
の
保
険
診
療
を
認
め
る
暫
定
措

置
を
来
年
３
月
末
ま
で
実
施
す

る
。記
載
さ
れ
た
被
保
険
者
番
号

　

健
康
を
維
持
す
る
の
に
最
適
な

１
日
の
歩
数
は「
７
０
０
０
歩
」か

も
し
れ
な
い
―
。こ
ん
な
結
果
を
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
研
究
者
が

ま
と
め
、
英
医
学
誌
ラ
ン
セ
ッ
ト
の

姉
妹
誌
ラ
ン
セ
ッ
ト
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

ヘ
ル
ス
に
掲
載
さ
れ
、
毎
日
新
聞
が

等
で
資
格
を
確
認
で
き
れ
ば
、
患

者
の
自
己
負
担
は
従
来
通
り
１
〜

３
割
と
な
る
。た
だ
し
、
会
社
員
ら

が
加
入
す
る
被
用
者
保
険
に
つ
い

て
は
、
対
応
期
間
が
今
年
12
月
１

日
ま
で
と
限
定
さ
れ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
は
有
効
期
限
に
要

注
意　

更
新
ピ
ー
ク
は
本
年
度

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
内
蔵

さ
れ
た
電
子
証
明
書
の
有
効
性
が

重
要
と
な
る
。取
得
か
ら
５
年
で

期
限
が
切
れ
る
た
め
、
20
年
の「
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」事
業
に
よ
り
取
得

し
た
人
々
は
25
年
度
に
更
新
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
見
込
み
。期
限
切
れ

マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
効
期
限
に
ご
注
意

８
月
か
ら
受
診
で
混
乱
も

　

政
府
の
制
度
変
更
に
よ
り
、
８
月
以
降
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

際
、
２
種
類
の「
期
限
切
れ
」に
注
意
が
必
要
に
な
る
。後
期
高
齢
者
医

療
制
度
と
国
民
健
康
保
険
に
加
え
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
も
電
子
証
明

書
の
更
新
漏
れ
が
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

報
じ
た
。

　

関
連
す
る
研
究
を
統
合
的
に
評

価
し
、
16
万
人
分
の
デ
ー
タ
を
解

析
。２
０
０
０
歩
の
人
に
比
べ
死
亡

率
が
半
減
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

チ
ー
ム
は「
長
ら
く『
１
万
歩
』が

非
公
式
な
目
標
と
さ
れ
て
き
た

が
、
活
動
的
で
な
い
人
に
と
っ
て

は
７
０
０
０
歩
が
現
実
的
。１
日

の
歩
数
が
７
０
０
０
歩
の
人
は
、

２
０
０
０
歩
の
人
に
比
べ
、
全
て

の
死
因
に
よ
る
死
亡
率
が
47
％
低

か
っ
た
。病
気
別
に
も
心
血
管
疾

患
の
死
亡
リ
ス
ク
は
47
％
低
く
、

が
ん
に
伴
う
死
亡
リ
ス
ク
も
37
％

低
か
っ
た
。

　

病
気
の
発
症
と
の
関
連
で
も
、

認
知
症
38
％
▽
心
血
管
疾
患
25
％

▽
う
つ
症
状
22
％
▽
２
型
糖
尿
病

14
％
▽
が
ん
６
％
―
と
、
そ
れ
ぞ

れ
リ
ス
ク
が
下
が
っ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
。

　

心
血
管
疾
患
な
ど
一
部
の
病
気

で
は
、
７
０
０
０
歩
を
超
え
る
こ

と
で
リ
ス
ク
が
下
が
り
続
け
た

が
、下
げ
幅
は
小
さ
く
な
っ
た
。７

０
０
０
歩
で
も
一
定
の
効
果
は
認

め
ら
れ
た
。

　

研
究
チ
ー
ム
は
、
２
０
１
４
年

１
月
１
日
〜
25
年
２
月
14
日
に
発

表
さ
れ
た
歩
数
と
死
亡
率
、
病
気

の
発
症
な
ど
を
解
析
し
た
57
件
の

論
文
を
抽
出
し
、評
価
し
た
。こ
れ

ら
の
研
究
に
は
米
国
や
英
国
、
日

本
な
ど
の
成
人
16
万
１
１
７
６
人

が
参
加
し
て
い
る
。

健
康
に
は「
１
日
７
０
０
０
歩
」

死
亡
リ
ス
ク
も
大
幅
に
減
少

後
も
３
カ
月
間
は
医
療
機
関
で
の

利
用
が
可
能
だ
が
、
事
前
の
通
知

を
見
逃
す
と
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。

ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

利
用
者
の
理
解
進
ま
ず

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
の
調

査
で
は
、
有
効
期
限
切
れ
な
ど
に

起
因
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
医
療
機
関

の
約
９
割
で
報
告
さ
れ
て
お
り
、特

に
電
子
証
明
書
の
期
限
切
れ
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。厚
労
省
は
、
期
限

切
れ
を
知
ら
せ
る
通
知
の
送
付
や

端
末
表
示
に
よ
る
注
意
喚
起
を
行

っ
て
い
る
が
、
認
知
不
足
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
。



（５）

孫
に
勝
ち
ゃ
怒
ら
れ
負
け
り

ゃ
馬
鹿
に
さ
れ

お
雛
さ
ま
片
付
け
な
く
て
い

い
と
パ
パ

い
つ
だ
っ
た
？
十
年
く
ら
い
ず

れ
る
俺

見
つ
か
ら
ぬ
ス
マ
ホ
冷
え
て

た
野
菜
室

ド
ラ
イ
ブ
の
運
転
を
見
て
別

れ
決
め

欧
州
で
売
れ
て
い
る
か
い
ア

メ
リ
カ
車

丑
三
つ
に
氷
が
出
来
る
ゴ
ト

ゴ
ト
と

「
寝
た
妻
を
起
こ
す
な
」
家

の
ル
ー
ル
で
す

ト
ラ
ン
プ
も
安
倍
も
マ
ス
ク

で
失
敗
し

次
の
日
も
出
し
て
文
句
の
出

ぬ
カ
レ
ー

追
肥
し
て
目
当
て
以
外
の
草

伸
び
る

念
力
を
使
い
た
く
な
る
カ
ー

リ
ン
グ

寿
司
ネ
タ
の
値
段
で
見
ち
ゃ

う
水
族
館

　
　  （
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）



（６）
　

埼
玉
県
熊
谷
市
の
専
門
医
、
藤

永
剛
氏
に
よ
る
と
熱
中
症
に
よ
る

頭
痛
は
血
管
拡
張
や
脱
水
が
原
因

で
、
風
邪
や
感
染
症
と
は
異
な
る

仕
組
み
で
発
生
し
ま
す
。そ
の
た

め
、
炎
症
物
質
の「
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ

ン
ジ
ン
」
を
抑
え
る「
ロ
キ
ソ
ニ
ン
」

な
ど
の
薬
は
基
本
的
に
効
果
が
な

く
、副
作
用
に
よ
り
腎
機
能
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

一
方
、解
熱
薬「
カ
ロ
ナ
ー
ル
Ａ
」

は
体
温
調
整
に
作
用
し
ま
す
が
、

熱
中
症
時
に
は
中
枢
機
能
が
低
下

し
て
い
る
た
め
効
き
に
く
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

冷
却
や
水
分
補
給
が
第
一
の
対

策
で
、
医
師
と
相
談
の
う
え
薬
を

　

夏
は
猛
暑
と
冷
房
に
よ
る
気
温

差
が
体
調
不
良
を
招
く
た
め
、「
温

活
」
が
夏
バ
テ
予
防
に
効
果
的
と

さ
れ
て
い
ま
す
。埼
玉
県
熊
谷
市
の

温
浴
施
設「
ハ
レ
ニ
ワ
の
湯
」で
は
、

不
感
温
浴（
38
度
程
度
の
湯
）を
利

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。こ
れ
に

よ
り
、血
行
促
進
や
疲
労
軽
減
、リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
の
冷
え
対
策
と
し
て

「
腹
巻
き
」
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、

薄
手
で
通
気
性
の
良
い
製
品
「
そ

特
効
薬
な
し  

ま
ず
体
を
冷
却
し
て
水
分
補
給

よ
風
は
ら
ぱ
ん
」
が
人
気
で
す
。冷

え
に
よ
り
血
行
不
良
や
内
臓
機
能

の
低
下
が
起
こ
り
や
す
く
、
適
切

な
衣
類
や
冷
房
設
定
が
健
康
維
持

の
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

紳
士
服
大
手「
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
」が
４

月
、
働
く
20
〜
50
代
の
女
性
１
０

０
１
人
を
対
象
に
「
夏
の
冷
房
ス

ト
レ
ス
」
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ

ろ
、「
夏
の
冷
房
が
原
因
で
体
調
を

崩
し
た
こ
と
が
あ
る
」と
回
答
し
た

人
が
65
・
８
％
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

使
う
べ
き
だ
と
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
痛
み
が

続
く
場
合
は
、
医
療
機
関
の
受
診

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

熱
中
症
で
頭
痛
に
ロ
キ
ソ
ニ
ン
は
Ｎ
Ｇ

肩
こ
り
や
だ
る
さ
と
い
っ
た
体
調

不
良
45
・
６
％
、
集
中
力
が
低
下

す
る
40
・
９
％
な
ど
で
す
。

　

対
策
と
し
て
55
・
９
％
の
女
性

が
「
衣
類
や
膝
掛
け
で
体
を
温
め

て
調
整
」し
て
い
ま
し
た
。

　

内
科
医
の
石
原
新
菜
さ
ん
は
、

腹
巻
き
や
エ
ア
コ
ン
を
活
用
し
た

温
度
管
理
を
推
奨
し
、
夏
で
も
入

浴
の
習
慣
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

重
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給

や
運
動
を
行
い
、
暑
さ
に
順
応
す

る
こ
と
で
、夏
バ
テ
を
予
防
す
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

猛
暑
に
立
ち
向
か
う  

現
代
の
夏
バ
テ
解
消
法

不
感
温
浴
と
冷
え
性
対
策
の
魅
力


